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を実施し，アカウミガメ 8 本，アオウミガメ 1 本の明瞭で保存状



























 図 1. 斜体歩型(上図)と四肢同時型
 図 2 アカウミガメ行跡の Agisoft による      
る合成写真（左）FARO をもちいた３D レ 
レーザースキャン画像（右） 



















ほうが13°大きかった.    
現生鳥類の歩様と体の特徴の比較観察から,回旋角が0°に近いもの,または外旋している鳥類は脚部が比
較的長く,内旋している鳥類は脚部が比較的短い傾向にあることが確認できた 
以上の結果から,鳥脚類の足先の内旋,獣脚類に見られる第三趾末節骨の内旋は,着地時,離脱時に最も負荷の
かかる第三趾の先端部を，体の構造において可能な限り行跡軸に近づける方向に進化した結果と考えられる．
本現象は，できるだけ重心に近い位置で体を支え,力学的ストレスを軽減させ,体勢を安定させるためである
と推定される． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
図 4．鳥脚類の内股の歩様及び第三趾末節
骨が内側に向く獣脚類の典型的な例(鳥脚
類：2018 年夏調査未公表データ． 獣脚
類：Ishigaki 2011) 
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図 5．脚部の短い鳥類(左：マガモ)と脚部の
長い鳥類(右：エミュー)の典型的な例(左：
白鳥動物園 右：渋川動物公園)矢印は第三
趾の方向を示す 
